
 
 

 

 

ＪＡＲＡ、４年ぶり３度目の 

エナジーグローブ賞 

 

ＮＰＯ法人の全日本自動車リサイクル

事業連合（ＪＡＲＡ、天明茂理事長）

は２０１５年のエナジーグローブ賞を

受賞した。南太平洋島嶼国での放置さ

れた使用済み自動車に関するリサイク

ルシステムと環境汚染の調査研究が認

められた。受賞は４年ぶり３度目とな

る。 

 エナジーグローブ賞は２０００年に

オーストリアのウォルフガング・

ニューマン氏が創設。世界各地で取り

組まれている環境プロジェクトを表彰

しており、今回は１５００以上の応募

があったという。 

 西インド諸島のドミニカ共和国を主

に、自動車リサイクルの教育と啓発を

目的に作成した「自動車リサイクル教

科書」（英語版）がエナジーグローブ

環境教育活動部門への功績として認め

られた。 

 同国は日本や北米から輸出された日

本メーカーの中古車が多くを占める。

ＪＡＲＡは地球温暖化に関わる教育資

料開発と情報提供、学校や市民、企業

への教育・普及啓発活動などに継続的

に取り組んだことが評価されたとい

う。 
            日刊自動車新聞 8月13日 

 

ＢＥＳＴ、実務者研修会に 

会員事業者ら参加 
 

ＢＥＳＴ（ベスト）リサイクラーズア

ライアンスはこのほど、東京都中央区

内で「第５回ＢＥＳＴ実務者合同研修

会」を開催した。アライアンスを組織

するビッグウェーブ（服部厚司社

長）、ＪＡＲＡ（北島宗尚社長）、Ａ

ＲＮ（岡田誉伯社長）、ＳＳＧ（浜田

泰臣社長）の４社にそれぞれ所属する

会員事業者の実務責任者など５８社８

５名が参加。参加者は団体の代表によ

る講義や、グループディスカッション

を行い、業界動向の把握、事業改善に

向けた取り組みについて協議した。 

 講義はまず自動車リサイクル部品市

場を取り巻く環境について、ビッグ

ウェーブの服部社長が説明。全国の解

体事業者数や保有台数の動向などから

自動車リサイクル業界が厳しい状況に

置かれていることをデータを活用して

示した。 

 ＪＡＲＡの北島社長は整備業界の現

状について解説し、次世代車や新素

材、ＩＴＳ（高度道路情報システム）

など新規分野に対応する必要性を提

起。またリサイクル部品流通システム

の市場について各社の動きを交えなが

ら紹介した。 

 このほか、売上拡大に向けた課題や

各社の取り組み状況について意見交換

を行うなど、組織全体での問題共有を

図った。ＢＥＳＴでは部品の相互流通

実績が拡大しており、今後も研修会な

どを活用して、連携強化を図る方針

だ。           日刊自動車新聞 8月20日  

CO2削減数値（SPLシステム） 

リユースパーツ使用による 

CO2削減効果参考値 

平成27年7月 

3,578t 
※一般、中・大型含む車を修理する

際、新品部品を使用して修理する場合

に出るCO2排出量とリサイクル部品を

使用して修理する場合のCO2排出量の

差がCO2削減数値になります。 

一般社団法人日本自動車リサイクル

部品協議会と早稲田大学環境総合研究

センターがLCA（ライフ・サイクル・

アセスメント）の考え方に基づき共同

開発した「グリーンポイントシステ

ム」より参照。 



NPO法人全日本自動車リサイクル 

事業連合よりお知らせ： 

第８回アジア自動車環境 

フォーラム(AAEF)が 

秋田県にて開催！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アジア自動車環境フォーラムは、日本、中国、韓国な

どアジア各国等の自動車関係者が集い、自動車リサイク

ルや地球環境問題を主なテーマに意見交換を行って、実

践可能な解決方法を模索する場として、2008年に韓国に

て初開催、続く第2回は日本の仙台で開催されました。 

 

第8回となる今回は、再び日本・秋田県を舞台とした

開催となり、『地域振興と自動車』をテーマに各国の自

動車リサイクラー、自動車メーカー、自動車産業従事

者、政・官各方面の皆様からの参加を見込んでおりま

す。 
 

なお、産業視察といたしましては、地球規模での循環

型・環境型社会の形成を実践している自動車リサイクル

事業会社「株式会社大晃商事」様、そのグループ企業

で、廃タイヤをチップ化して熱源に利用した温室栽培農

場「株式会社Deco・Farm(デコ・ファーム)｣様の見学

や、秋田県小坂町に工場を有します「株式会社日本ピー

ジーエム/DOWAグループ」様の見学を予定しておりま

す。また、Deco･Farmで収穫した食材を使ったランチも

企画しております。 
 

是非多数の皆様にご参加いただきますよう、下記のと

おりご案内申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第８回アジア自動車環境フォーラム  

     ［地域振興と自動車］ 

日 時：2015年10月1日(木)～3日(土) 

場 所：秋田キャッスルホテル   

(〒010-0001秋田県秋田市中通一丁目3-5   

TEL: 018-834-1141) 

主 催：NPO法人全日本自動車リサイクル事業連合 

 

日 程：10/1  (木)    午前：㈱大晃商事アース 

                       クリーン刈和野工場見学 

                                   午後：㈱大晃商事本社工場、 

㈱Deco・Farm見学、前夜祭 

10/2  (金)    本会議・交流晩餐会 

10/3  (土)   日本PGM/DOWAグループ 

          (秋田県鹿角郡小坂町)  

                  見学 or ゴルフ 

 

※10/3の行程につきましては別途費用が掛かります。 

 

●詳細について：http://www.aaef8.com 

 

お問合せ先：NPO法人全日本自動車 

            リサイクル事業連合 

           E-mail: jara@npo-jara.org 

*当法人は、解体事業者が国際的に連携し、地球規模で自動車リサイクル

と廃車適正処理の推進を図り、地球環境保全に貢献する目的のために

2004年に設立されたNPO団体です。 

日本PGM/DOWAグループ 

（シュレッダーダスト処理設備） 

㈱大晃商事本社工場 

なまはげ
太鼓 
 

http://www.aaef8.com
mailto:jara@npo-jara.org




 


